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１月１４日、最上小国川清流未来振興機構が主催する

「最上小国川写真コンテスト」の審査委員会が舟形町中

央公民館で行われました。本年度で第５回となったコン

テストでは、県内外３３名の方から、計８６点のご応募

をいただきました。 

 その中から最優秀賞に選ばれたのは、若鮎が最上小国

川を跳ねる瞬間を見事に捉え、最上小国川の素晴らしい

魅力を未来に伝えたい気持ちが伝わる、佐竹吉廣さんの

『遡上するアユ』です。 

最優秀賞と優秀賞に選ばれた方には、２月９日に開催

される表彰式で賞状等が授与されます。今回は、最優 

秀賞及び優秀賞の４作

品をご紹介します。今後

もこうした活動を通し

て、最上小国川を未来に

伝える取組みを進めてま

いります。 

 

 

 

 

１月２２日、新庄神室産業高校真室川校の１・２年生が、地元の様々な職場で働く若手社員の方から仕事の

やりがいや新庄・最上での暮らしのことなどをお聞きする特別授業を開催しました。 

ご協力いただいたのは、いずれも真室川町出身の、山形航空電子㈱

の荒木美瑞樹さん、マルコウ自動車整備工場の斎藤光樹さん、真室川

町教育委員会の横瀬健吾さんです。皆さんお手製の“紙芝居”を使い

ながら、仕事のやりがい、地元就職を選んだ理由や大人になって改め

て感じる地元の良さなどについて、楽しく・わかりやすくお話しくだ

さいました。 

生徒からは、「仕事を覚えるのにどのくらいかかるか」「一番大変だ

ったことは」「コミュニケーション力をつけるにはどうしたらよい

か」といった質問が次々出ていました。 

センパイ方の仕事に対する想いや実際の暮らしぶりを聞き、自分の

将来や進路について深く考える機会になったようです。 

 

 

 

最上エコポリス通信 

啓翁桜 

●最優秀賞：『遡上するアユ』佐竹吉廣さん（寒河江市） 

優秀賞：『清流小国川』 

戸塚喜八さん（新庄市） 

優秀賞：『鮎つり銀座』 

鈴木貞治さん（天童市） 優秀賞『鮎つり銀

座』 

鈴木 貞治さん（天

童市） 

優秀賞：『静寂』 

片見信廣さん（新庄市） 

[連携支援室 29-1240] 

[地域産業経済課 29-1309] 
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適塩ランチ第３弾もお陰様で盛況のうちに完売しました！職員以外に一

般のお客様も多数来店され、「適塩」の味を実体験していただくことができ

ました。 

鶏唐揚げのチリソースが一番人気でしたが、冬野菜の具たくさん粕汁も好

評で、「家庭でも甘みそを試してみたい」との声もありました。約９割の方

が美味しかったと評価しており、少しずつ日常の食生活に適塩が浸透してい

くことを期待しています。 

アンケートでは「飲食店でも日頃から適塩にしてほしい」「もっと飲食店

へ広がってほしい」などの意見もあり、今後は飲食店へ拡大して提供できる

ようにしていきたいと思います。 

来年度も年４回実施予定です。今後も健康づくりのため、幸せを呼ぶ☻ 「お

いしい適塩ランチ」の応援をよろしくお願いします！ 

１月１２日、新庄市の県立農林大学校全校生徒を対象に、妊娠や出産に

関する「若者のためのセルフケアセミナー」を開催しました。県立新庄病

院の西塚亜希子助産師を講師に迎え、「素敵な大人になるために～今でき

るセルフケア～」と題した講演は、クイズや赤ちゃんの産声の音声、

YouTube の映像等が効果的に使用され、参加した１０２名の生徒は集中し

て聴講していました。 

県子育て若者応援部子ども家庭課では、将来のライフプランを考える際

に知ってほしい内容をまとめた「男女ともに考えてみませんか～妊娠・出

産のこと～」のリーフレットを作成し、ＨＰに掲載しています。自分の将

来について考えるきっかけに、ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

地域の小中学生に医療職・介護職に関心を持ってもらうきっかけづくりのため、「進路を考える学習会～めざせ

医療のしごと～」と題し、１月１９日に舟形小学校で看護師・作業療法士・介護福祉士体験を、１月２７日に鮭

川小学校で医師・看護師体験を行いました。 

 児童から事前に受け取った質問をもとに、仕事選びのきっかけや仕事内容・やりがいなどについて、医療に

従事する講師から説明いただいたあと、それぞれの仕事を体験しました。参加した児童からは「将来の夢のひ

とつとしてやってみたいなと思いました」「まだ進路が決まっていないので医療関係も考えてみます」という感

想が聞かれ、医療・介護の仕事に興味を持った児童もいるようでした。 

 この学習会は管内小中学校を対象に開催しており、今年度残り 7 回の実施を予定しています。県は、最上地

域の医療人材・介護人材の確保に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

[保健企画課 29-1257] 

[高校生向け] [２０歳前後向け] 

リーフレットのダウンロードはこちらから 

 [高校生向け] 

https://www.pref.yamagata.jp/documents/2587/danjo_yellow.pdf 

[20歳前後向け] 

https://www.pref.yamagata.jp/documents/2587/danjo_pink_.pdf 

 

[子ども家庭支援課 29-1361] 

【今回のメニューの適塩調理ポイント】 
https://www.pref.yamagata.jp/documents/4623/tekienlunchpart

3point-kondate.pdf 

 

[地域保健福祉課 29-1267] 

舟形小学校 鮭川小学校 

https://www.pref.yamagata.jp/documents/2587/danjo_yellow.pdf
https://www.pref.yamagata.jp/documents/2587/danjo_pink_.pdf
https://www.pref.yamagata.jp/documents/4623/tekienlunchpart3point-kondate.pdf
https://www.pref.yamagata.jp/documents/4623/tekienlunchpart3point-kondate.pdf


  

1 月１８日、新庄市内のホームセンターにおいて、雪害事故

防止の街頭啓発活動を実施しました。今年の冬は例年比べ積雪

が多く、除雪や雪下ろし中の事故が多数発生しています。 

今冬の雪害事故は、転落、転倒、落雪、除雪機の順で多く発

生しており、特に転落や落雪による事故が死亡等の重大事故に

つながっています。雪下ろし中の事故では、ヘルメットや命綱

を着用せず転落しているケースが多くなっています。 

除雪や雪下ろしは、ヘルメット・命綱を着用する、足元や周

囲の状況をよく確認する、近所の人に声かけするなど、安全対

策を徹底して作業を行いましょう。また、高齢者の雪害事故が

増えています。除雪や雪下ろしは、二人以上で無理のない作業

を心掛けましょう。 

冬の時期は石油ストーブなどの暖房器具を使うことが多くなる季節です。冬場には欠か

せない暖房器具ですが、使い方を誤ると建物火災や一酸化炭素中毒などの重大な事故を引

き起こす原因になります。 

以下の注意点をしっかり確認し、事故の防止に努めましょう。 
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１２月号でもお知らせしましたが、冬は暖房器具の使用に

伴って灯油などが側溝や河川に流出する事故が増える傾向に

あります。原因の多くがホームタンク関連の事故で、今シーズ

ンは人為的なミスのほか、落雪等による漏洩事故が多くなっ

ています。給油時は目を離さない、配管や周囲の点検・確認を

行うなどして油流出事故を防ぎましょう。 

油臭・油膜を発見した場合はすぐに消防や警察に連絡を！ 

油漏れに注意しよう！ 

暖房器具の取扱いに注意しよう！ 

■その場を離れない!! ■思わぬ落雪に注意!! 

○換気を定期的に行う          ○点火したままで移動・給油しない 

○カーテンやふすまなどの燃えやすい物から離して使う  

○スプレー缶・アルコール消毒液などを近くに置かない 

 

暖房器具の取扱いに注意しよう！ 

雪の事故に注意しよう！ 

 

①気温が高い時は屋根の雪のゆるみに注意！ 

（暖かい日の午後は特に） 

② ヘルメットを着用し安全な服装で作業しましょう！ 

③ 転落防止のため命綱を使いましょう！ 

（正しく使用しないと危険） 

④ はしごはしっかり固定しましょう！ 

（昇り降りは特に注意が必要） 

⑤ 使いやすい除雪道具を使いましょう！ 

（アルミ製スコップ等） 

⑥ ２人以上で作業しましょう！（携帯電話も持ちましょう） 

⑦ 無理な作業はやめましょう！（十分に休憩をとりながら） 

⑧ 足場はいつも注意！（軒先は危険です。足場は慎重に） 

 

 

良い例 

悪い例 

ｖ

 

ヘルメット 

命綱 

安全帯 

ヘルメット無し 

命綱無し 

安全帯無し 

[防災安全室 29-1244] 

[防災安全室 29-1209] 

[環境課 29-1287] 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛玩鳥のうち、鶏、あひる（アイガモ、フランス鴨を含む）、うずら、きじ、ほろほろ鳥、だちょう、七面鳥

を 1羽でも飼育されている方は、お名前、住所、電話番号、鳥の種類、羽数などについて、知事への定期報告

が必要です。 

 今まで報告したことのない方は、ご連絡ください。 

 

 

 

 

「夏の省エネ県民運動」の際に募集した、省エネに

関する川柳や標語、ポスターの優秀作品のほか、市

町村で実施している同様のコンクールの優秀作品も

展示します。省エネ等のアイデアが盛り込まれてい

る作品もあり、参考になりますので、ぜひご覧くだ

さい。 

 

■期間 ２月１日（月）～１２日（金） 

■場所 最上総合支庁１Ｆロビー 

 

・information・ 

 

 

２月７日は北方領土の日、２月は「北方領土返還運

動全国強調月間」です。この機会にぜひご覧ください。 

 

■期間 ２月２２日（月）～２６日（金） 

■場所 最上総合支庁１階ロビー 

 

最上・金山森林ノミクス推進協議会と最上地域林業振興協議会が主催し、「木造建築に精通した建築士の提案

（事例紹介）による地域材の利用拡大」をテーマとした第３回森の恵みでつくる建築セミナーが、1 月２２日に 

新庄市の雪の里情報館で開催されました。今回のセミナ

ーでは、㈱アルセッド建築研究所一級建築士 籾井玲氏

から屋久島で取り組んだ地域材を活用する体制づくり、

㈱計画・環境建築代表取締役会長 杉本洋文氏からは「最

上・金山杉等の地域材」を首都圏等で利用拡大する手法

と小田原市の地域材活用の仕組みづくり、㈱ヤマムラ取

締役 中村出氏からは新庄市の旧蚕糸試験場の耐震補強

や内装材の木材利用などついて学ぶことができました。 

YouTube でのライブ配信でしたが、多くの方からご

視聴いただき、地域材の利用拡大に向けて考える機会

となりました。 
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▶▶発行日：令和３年２月１日 

▶▶発行元：山形県最上総合支庁総務企画部総務課 

総合案内窓口 

▶電話：0233－29－1360 ▶FAX：0233－23－2605 

 

モガミル 

最上エコポリス 

イメージキャラクター 

Twitter 

＠shinjo_mogami 

HP 

■「北方領土パネル展」 

[総務課 29-1360] 

□署名台を設置しま

すので、署名の御

協力よろしくお願

いいたします。 

■省エネ「川柳・標語」「ポスター」コンテスト 

優秀作品の巡回展 

[環境課 29-1284] 

森の恵みでつくる建築セミナーHP  http://mkmorinomics.wixsite.com/seminar 

 

[森林整備課 29-1351] 

問合せ先 家畜保健衛生課 

0233-29-1357 

■愛玩鳥を飼われている方へ 

【第１回～第３回のセミナーはこちらからご覧いただけます】 

 

http://mkmorinomics.wixsite.com/seminar


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


